




  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

   

 

 

 

 

  

 

  

 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



    

    

 

 

 

 

  

     

   

 

  

  

  

 

  

  

    

    

    

  

   

 

  



 

 

    

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 
  

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
  

 

 
  

 

 
 

 





木更津地先における遊漁者によるがざみ類の採捕実態調査 

 

１ 調査内容等 

 （１）調査期間 令和 6 年 8 月～12 月 

 （２）調査場所 共第 2、3 号の区域 

 （３）調査項目 

（４）遊漁者の採捕実態把握 

   ・遊漁者数（人）＝①×③ （月ごとに算出） 

   ・遊漁者へのアンケート（図２） 

（５）遊漁者の採捕量推定 

   ・遊漁者の採捕量（ｋｇ）＝①×②×③ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 実施者

①
遊漁者数 

（人／日） 

夜間干潟に入ってがざみ類を採捕している

遊漁者数を計数（4～5 回／月程度） 

漁協 

②
採捕量 

（ｋｇ／日・人） 

現場で遊漁者1人当たりの採捕重量及び採捕

個体数を調査（1 回／月程度） 

県・市・

漁協 

③

夜 間 干 潮 と な り

干潟に入ることが  

できる日数 

潮見表から夜間潮位が 90cm 以下（実態を  

踏まえた値）になる日数をカウント（図１） 

 

④ その他 

県職員が漁協立ち会いのもと、たも網による

サンプリング調査を実施 （種類、大きさ、抱卵

個体などを把握） 

県・ 

漁協 

図１ 潮見表の一例 図２ アンケート 

２ 調査結果 

（１）遊漁者の採捕実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間の干潟（干潮時）
昼間の同じ漁場の様子

採捕物の例 遊漁者の例 
（ライトを照らし、たも網等で採捕）

資料２－別紙

牛込 

金田 

共第３号 

共第２号 

共第７号 

遊漁者が多く

みられた場所

                                  7



 ア 遊漁者数 

調査回数 24 回

夜間干潮となり干潟に入ることができる日数 

※全 153 日 荒天は除く・・・・・・・・・・③
78 日

遊漁者延べ人数・・・・・・・・・・①×③ 736 人

１日当たり最大人数（人） 46 人

 

 

イ 遊漁者へのアンケート 

 ・現場で声掛けしたところ、8 組（19 人）から回答が得られた。 

 ・遊漁者の全てが外国人であった。 

  ・遊漁者の大部分が県外から車で来て漁港・路肩に駐車し、干潟に入り採捕を行っていた。 

（アクアライン出口に近く、アクセスが容易であり、干潟に入りやすい場所となっている。） 

 ・知り合いからの情報や、ニュースでがざみ類が採捕できることを知って来ていた。 

  ・遊漁者の大部分は自家消費を目的に採捕していた （販売目的で採捕する者はいなかった）。 
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図３ 令和６年における遊漁者数の月別推移 

図４ 遊漁者へのアンケート結果 

（２）遊漁者の採捕量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・遊漁者の採捕量は約 0.45 トンと推定 

 ①×②×③＝遊漁者延べ人数×1人 1日当たり採捕量※＝736 人×0.61 ㎏/人・日＝449kg 

※4組 10 人の平均採捕量（尾数では 4～19 尾）を計測 

・これは、漁業による漁獲量の 1～2 割に相当し、年によっては刺し網又は小型底びき網の

年間の漁獲量に匹敵する場合もあった。 

 

（３）その他 

  ・種 類 ・・ ・がざみ類はたいわんがざみが主体で、がざみのほか、いしがにも採捕され

ていた。なお、国の研究機関が牛込地区における刺し網の漁獲物を調査し

た結果でもがざみよりたいわんがざみが多かった。 

  ・大きさ・・・遊漁者の採捕していた大きさは約 80～180g/個体であり、刺し網の漁獲物

（50g～200g/個体が主体）と比べ、大きな差はみられなかった。 

・抱卵個体・・10 月末に実施した県職員によるサンプル調査では抱卵個体は確認でき  

なかった。これは産卵期が春から夏であるためと考えられた。 
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図５ 遊漁者による採捕量及び地元漁業者による漁獲量 
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